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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
線形動物 ミ トコン ドリアでは、通常 のクローバー リー フ型 とは異 なった、T arm が欠け
た tRNA とD arm が欠けたtRNAという異常な形をした2種類のtRNAが存在することが
知 られている。 これらのtRNAに結合す る EF-Tu として、通常の翻訳系では EF-Tu は1
種類であるのに対し、2種類の異常なtRNAそれぞれに結合する2種類のEF-Tuが見つか
った。 このう ち、 Darm の欠けたtRNAに結合する EF-TTu(EF-Tu2)は、一 般的 な EF-Tu
と比較したときにアミノアシルtRNAのアミノ酸部分との結合に関わるアミノ酸残基の保
存性がほとんどないことから、アミノ酸認識様式が通常のものと異なることが予想された。
さ らに、EF-Th2 が結合するDarm の欠けた tRNA は、セ リンtRNAの み で あ るこ とか ら、
我 々は、EF-Tu2はセ リルtRNAの セ リン部分を特異的に認識する新 しいタイプのEF-Tu
であると予想 した。
本研究ではこれを証明するために二つの実験 を行 った。加水分解 プロテクショ ンアッセイ
では、2種 類のアミノ酸(セ リン、アラニン)を チ ャージ出来 るような Ascaris suum
ƒ~
トコ ン ドリア tRNASerucu 変
異体 を作成 し、Ser-tRNASerucu
と Ala-tRNASerucu に対する
EF-Tu2 の結合活性を比較した
と ころ、 EF-Tu2 は Ser-tRNA
とは結合 したが、Ala-tRNA と
は結 合 しなか った。
コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ア ッ セ イ で は 、 Ser-tRNASercu と化学 合成法で調製 した
Val-tRNASerucu との EF-Tu2 の結合に関して競争実験を行っ
た。この結 果、 Ser-tRNA に対する EF-Tu2 の結合は過剰量の
Val-tRNA によって もまった く影響 を受けなかっ た。これ らの
実験からEF-Tu2 がセ リン特異的であることが証明された。
現在、一般的なEF-Tuにおいてア ミノアシルtRNAのア ミ
ノ酸 との結合に関わる残基をEF-Tu2の対応す る部分 と組み
換 えた変異体 を作成 し、ア ミノ酸置換 によってセ リン特異性
を一般的なEF-Tuに移せ るか どうか検証中である。線形動物 ミトコン ドリアEF-Tu2は不
安定なタンパクであるため結晶化は難 しい と考えられ るが、他生物の安定なEF-Tu2にセ リ
ン特異性 を移せた場合、結晶構造解析が可能 となると予想で きるので、線形動物 ミ トコン
ドリアEF-Tu2がセリルtRNAのセ リン部分をどのように認識 しているか分子構造 レベル
での解明 も期待できる。
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